




































1898 1941 1953 1956 1972 1972 1974・1990
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1974・1990 1987 1987 1994 1994 2006
岩波 古語辞典 補訂版 角川古語大辞典 角川古語大辞典 時代別国語大辞典 時代別国語大辞典 東書 最新全訳古語辞典
そぞろ すずろ そぞろ すずろ そぞろ すずろ・そぞろ
スズロの母音交替形
意識を離れて、また、意識
に反して事態が起るさま。
連用形「すずろに」が多用
される。「すぞろ」また
「そぞろ」とも。
「すずろ」の転と見られる
が、用いられる時代は遅
れ、中世以後これが普通と
なる。意味も微妙に異なる
ところがある。連用形「そ
ぞろに」が多用される。
もともと根拠も理由もなく、事態が自分の意志
とは関係なく進行してゆくさまを表す語。そこ
から無関係だ・予想外だの意にもなる。「すぞ
ろ」「そぞろ」ともいう。
①(心持・根拠など)定まら
ずとらえどころのないさ
ま。何ということもなくお
のずとそうなるさま。
②なんということなしに事
が成るさま。
(す)①なんということもない。あてもない。
(そ)①なんということもない。これといった当
てがない。
③あてもなく事をなすさ
ま。漫然たるさま。
④当てもなく事をなすさ
ま。漫然たるさま。
②しかるべき目的や必然性
もないのに、その場のなり
ゆきで事がなされてしまう
さまである。
(す)①なんということもない。あてもない。
(そ)①なんということもない。これといった当
てがない。
④そわそわするさま。浮き
足立つさま。心ここにない
さま。
①心がそわそわと落ち着か
ないさま。
④思慮なく、軽率であるこ
とにいう。
⑤思慮なく軽々しく事をな
すさま。軽率であるさま。
③関係がないこと。つなが
りがないこと。
⑥なんの関係もないさま。
縁もゆかりもないさま。
⑧なんの関係もないさま。
縁もゆかりもないさま。
(す)②無関係だ。無関心だ。いいかげんだ。
(そ)②関係がない。つながりがない。なんの縁
もない。
②いわれがないこと。
②これといった理由もない
さま。
(す)①わけがない。
(そ)③むやみやたらだ。いわれがない。
②自然にある状態を呈する
さま。なんということなし
に。
③わけもわからず、突然に
事が起るさま。だしぬけ。
①思いがけず事がなるさ
ま。意外であるさま。
①気がつくと、思い
がけず事態・心情が
そういう状態にまで
立ちいたっているさ
まである。多く歌語
として用いられる。
①意志とは関係なく、その
場の状況から、いつのまに
かそういう心情や事態に立
ちいたっているさまであ
る。
(す)③思いがけない。予想外だ。
(そ)④思いがけない。予想外だ。
⑦無意味であるさま。しよ
うもないさま。つまらない
さま。
⑤期待はずれでおもしろく
ないさま。不本意であるさ
ま。
②いわれがないこと。むや
みやたらであること。
④むやみやたらに事をなす
さま。
⑥理由、条理がなく、むや
みに事をなすさま。
②しかるべき意図・
目的もないままに、
むやみに事をするさ
まである。
(す)④〔連用形を副詞的に用いて〕むやみやた
らに。
(そ)③むやみやたらだ。いわれがない。
③一過性の、たまたま当面
しているだけの関係にすぎ
ないさまである。
副 副
「そぞろに」の「に」が脱
落した形。
わけもなく。知らず知ら
ず。
理由もなく。わけもなく。
むやみに。
なんとなく。
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「すずろ」「そぞろ」の意味は「むやみやたらに」ではない
─新訳語がすでに古語辞典の水面下で広がっている状況の報告と入試採点等への警告─（山本）
─そういう意味合いで指摘されなければならない「すずろ」「そぞろ」の新訳語に関わる旧
訳語は、数多い「すずろ」「そぞろ」の訳語の中でも、「むやみに」「やたらに」の語で古語辞典に
載っていたものである。
２．代表的諸辞典の訳語
説明の順が逆になったかもしれないが、「すずろ」と「そぞろ」は語義の偏差はあるものの、語
義の重なりが認められることもまたまちがいなく、「そぞろ」の方がやや遅れるように観察され
るところから、「そぞろ」は「すずろ」の母音交替形であると、普通説明されている。
表は近現代の代表的な古語辞典に記載される「すずろ」「そぞろ」の意味を一覧化したもので
ある。
この表を見ていただければ、近代の古語辞典の類が、最初から十分整備がととのっていたわ
けではなく、最初は語義も少なく、また、それぞれの辞典によって語義の有無のちがいもあっ
たものが、70年代に入って戦後最大の日本語・古語辞典である『日本国語大辞典』に集約され、
また、かつ『日本国語大辞典』によって意味が提案され、しかし、その後もそれがそのまま踏襲
されるわけではなく、今にいたるも改修提案され続けているものであることがわかっていただ
けるであろう。
ただ、ここでご確認いただきたいのは、この中に「無性に」とか「しきりに」とか「ただただ」と
いった訳語、および、その訳語に相応する説明はないということである。そして、その一方で、
「むやみ」という訳語は、戦後のどの辞書にも載っているということである。
そして、これが本稿が言う問題状況である。
３．「すずろ」「そぞろ」の新訳語─「無性に」「しきりに」「ただただ」等
以下に、すでに「無性に」をもちいて現代語訳されている「すずろ」の例を掲げる。本稿では、
以下、すべて、新編日本古典文学全集に収録されている作品については、新編日本古典文学全
集により、それ以外のものについて、新日本古典文学大系（以下、「新大系」とだけ言う場合が
ある）、日本古典文学大系（以下、「旧大系」とだけ言う場合がある）によった。それはひとえに、
全現代語訳付きの新編日本古典文学全集は、かならず語の訳を得ることができ、現代語訳のな
い語注のみの新大系・旧大系の場合、語の訳を得られない場合も多いという事情によっている。
新編日本古典文学全集に収録されている作品についても、新日本古典文学大系・日本古典文学
大系の語注がある場合、その意味も示すという方針も採り得るが、以下に示す表が複雑かつ大
きくなってしまうし、今の場合、それを示さないことが論述の致命的な欠点になるわけではな
いので、この度は、そうした場合の新大系・旧大系の語注については割愛した。
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つづいて、すでに「無性に」をもちいて現代語訳されている「そぞろ」の例を掲げる。
「すずろ」「そぞろ」の核にある感覚として、何かこれと定かには意識しない、意識できない、
把握できない感覚があると思われる（さすがに『岩波古語辞典』には、すでに「これという確かな」
という表現が出ている）。
用例 作品名「巻名」 語注→現代語訳
四月、…木々の木の葉まだいとしげうはあらで、わかやかに青みわたりたるに、霞も霧もへ
だてぬ空のけしきの、何(なに)となくすずろにをかしきに、すこし曇りたる夕つ方、夜な
ど、しのびたる郭公の、遠く空音かとおぼゆばかりたどたどしきを聞きつけたらむは、なに
心地かせむ。
枕草子 無性に
職の御曹司に(中宮様が)おはしますころ、木立などのはるかにものふり、屋(や)のさまも、
高うけ遠けれど、すずろにをかしうおぼゆ。母屋(もや)は鬼ありとて、南へへだて出だし
て、南の廂(ひさし)に御帳立てて、又廂(またびさし)に女房は候(さぶら)ふ。
枕草子
どういうわけか無性
に
内は、五節のころこそすずろにただ、なべて見ゆる人もをかしうおぼゆれ。 枕草子 何やら無性に
野は　嵯峨野さらなり。印南野。交野。駒野。飛火野。しめし野。春日野。そうけ野こそ、
すずろにをかしけれ。などてさつけけむ。宮城野。粟津野。小野。紫野。
枕草子 何やらむしょうに
例の、人々はいぎたなきに、(源氏の君)一(ひと)ところすずろにすさまじく思しつづけらる
れど、(女の)人に似ぬ心ざまのなほ消えず立ちのぼれりけると、ねたく、かかるにつけてこ
そ心もとまれと、かつは思しながら、めざましくつらければ、
源氏物語「帚木」 ただ無性に
いとはかなうものしたまふこそ、あはれにうしろめたけれ。…ただ今おのれ見棄てたてまつ
らば、いかで世におはせむとすらむ」とていみじく泣くを見たまふも、すずろに悲し。幼心
地にも、さすがにうちまもりて、伏し目になりてうつぶしたるに、
源氏物語「若紫」
思いがけず、ある状
態に進んでいくさま
〜無性に→わけもな
く
(夕霧)「顔のいとよかりしかば、すずろにこそ恋しけれ。 源氏物語「少女」
わけもなくしぜんに
ある状態に進んでい
く→無性に
(紫の上は、今は)限りもなくらうたげにをかしげなる御さまにて、いとかりそめに世を思ひ
たまへる気色、似るものなく心苦しく、すずろにもの悲し。
源氏物語「御法」 ただ無性に
(母親の中将の君の思い)「…(浮舟は)当代の御かしづきむすめ(皇女)を(妻として)得たてま
つりたまへらむ人(薫)の御目移しには、いともいとも恥づかしく、つつましかるべきものか
な」と思ふに、すずろに心地もあくがれにけり。
源氏物語「東屋」 無性に
(薫は)いかがしたまひけん、(内に)入りたまひぬ。かの(亡き大君の)人形(ひとがた)の願ひ
ものたまはで、ただ、(薫)「おぼえなき、もののはさまより見しより、すずろに恋しきこ
と。さるべきにやあらむ、あやしきまでぞ思ひきこゆる」とぞ語らひたまふべき。
源氏物語「東屋」 無性に
(浮舟は薫に連れられて宇治へ、)法性寺(ほふさうじ)のわたりおはしますに、夜は明けはて
ぬ。若き人(浮舟のお側に使える侍従)はいとほのかに(薫を)見たてまつりて、めできこえ
て、すずろに恋ひたてまつるに、世の中(世間)のつつましさもおぼえず。君(浮舟)ぞ、いと
あさましきにものもおぼえで、うつぶし臥したるを、
源氏物語「東屋」 無性に
(匂宮には、浮舟の)ありしさまは恋しういみじく思ひ出でられたまひける。人には、ただ、
御病の重きさまをのみ見せて、かくすずろなるいやめ(涙顔)のけしき知らせじと、かしこく
もて隠すと思しけれど
源氏物語「蜻蛉」
無性に
→埒もない
(匂宮の心中)「…いとかからぬことにつけてだに、空飛ぶ鳥の鳴きわたるにも、もよほされ
てこそ悲しけれ、わがかくすずろに心弱きにつけても、(薫が)もし(それが浮舟のためと)心
を得たらむに、さ言ふばかり(それほど)、もののあはれも知らぬ人にもあらず、
源氏物語「蜻蛉」 無性に
(斎院の御所の中将の君という女房の手紙を見ると、)すべて世の人は、心も肝もなきやうに
思ひてはべるべかめる、(その手紙を)見はべりしに、すずろに心やましう、おほやけばら(公
憤)とか、よからぬ(下賤の)人のいふやうに、にくくこそ思うたまへられしか。
紫式部日記 むしょうに
(宣旨の君は)その(寝覚の上が大皇の宮にひたすらお相手をさせられておいでだった)折、(寝
覚の上を)見たてまつるに、めでたくあはれに、悲しきまで、すずろに思はしう思ひきこえつ
いたる人にて、
夜の寝覚 むしょうに
かの君(福足君)の御恥もかくれ、その日の興もことのほかにまさりたりけれ。祖父殿(兼家)
もうれしと思したりけり。父おとど(道兼)はさらなり、よその人だにこそ、すずろに感じた
てまつりけれ。かやうに、(藤原道隆は)人のためになさけなさけしきところおはしましける
に、など御末(すゑ)かれさせたまひにけむ。
大鏡
何となく、無性に
→やたら
(阿弥陀仏のお迎えをひたすらに希求し、夜は目も合わず日の出を待ちわび、日がのぼれば、
日の動く方に向かって、)「疾(と)くして我を具して西へおはしませ」と願ひ侍りて、かやう
(未詳)時に、西の山の端にかゝらせ給ふ時には、声も惜しまず泣かれ侍りて、「我を捨てて
はいづくへおはしますぞ」と、すゞろに悲しくて、
閑居友
わけもなく、むしょ
うに。
(大納言が)聞きたまへば、(中の君は)端近うながめたまふなるべし、秋の月にまどはれ
し箏の琴掻き鳴らされたる、所がらにや、我(こちら)もそぞろに浮きたちぬばかり、聞
こゆなり。
夜の寝覚
何の理由もなく、
むやみに。→無性
に
心地、見やられたまふ。(宰相中将は)とかう思ひつづくるも、心のうちも(中の君のこと
で)そぞろなる心地すれば、急ぎ立ちて、やがて広沢(の中の君のところ)に参りたまへ
れば、御堂のかたに、法師ばらぞさぶらふ。
夜の寝覚
無性に→せきたて
られるような
弥生半(なかば)過(す)ぐる程、そゞろにうき立つ心の花の、我を道引く枝折となりて、
よしのゝ花におもひ立たんとするに、
笈の小文 無性に
中＼／におかしき姿也。彼西行の侘笠か、坡翁雲天の笠か。いでや宮城野ゝ露見にゆか
ん。呉天の雪に杖を拕(ひ)かん。霰に急ぎ時雨を待て、そゞろにめでゝ殊に興ず。興中
俄に感ずる事あり。
芭蕉「笠はり」 むしょうに
※「用例」欄の（　）内は、ふりがな、あるいは、注釈・現代語訳を参考に、文脈を補った部分である。（以下同様）
※「語注→現代語訳」欄に→のないものは、語注か現代語訳しかないもの。句点で終わっているものは語注である。（以下同様）
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「すずろ」「そぞろ」の意味は「むやみやたらに」ではない
─新訳語がすでに古語辞典の水面下で広がっている状況の報告と入試採点等への警告─（山本）
だから、「漫然」と訳されてみたり、「覚えず」と訳されてみたり、「何らかの関わりがない」「こ
れといって理由がない」「前触れもなく突然」、また、辞書には現れないようだが、「とりとめ
もない」「定まらない」といった現代語化がされるわけである。
「無性に」という訳語が使いたくなるのは、「理由もなく」→「わけもなく」→「わけもわからず
無性に」といった語義の転と言うよりも、「わけもわからなくなる」ような、「何かこれと定かに
は意識できなくなるような精神状態」そのものが、核にある感覚と直結するからであろう。
「ただただわけもわからなくなるほどに」と言うのは、まさしく「無性に」（自分の平常の性
しょう
が
無くなる）に当たるであろう。
なので、上の表に見られるように、多くの注釈担当者が別々に、古語辞典にも載っていない
同じ訳語を開発（あるいはどこかに共通の根源がある可能性はなくはないだろうから、少なく
とも「採用」）してしまうのである。
したがって、「無性に」の同類として「ひたすら」とか「ただただ」とか「しきりに」とかいった語
も用いられ得る。
実際に用いられた例を次ページに掲げる。
まずは「すずろ」について、つづいて「そぞろ」について。
これらはそれぞれ、特にことさらに意訳を試みたというようなものではなく、注釈担当作品
の「すずろ」「そぞろ」の現代語訳に関しては、それぞれに何の関係もない、その道の専家が選
び取っている訳語なのであるから、否定のしようもない、ある意味、事実上古語辞典への登録
を要求されている訳語たちである。（「ひどく」とか「とても」はさすがに一般化されすぎていて、
「すずろ」「そぞろ」の原感覚が生かされていないと思われるので、その他の訳語で置き換える
ほうが、おそらくいいのであろう。）
４．「むやみに」「やたらに」「むやみやたらに」
前節の、「無性に」と訳された「そぞろ」の例の中に引用していながら、いまだ注意を喚起して
いない使用例として、語注で「何の理由もなく、むやみに。」と説明しておきながら、結果的に「無
性に」と変えられて現代語訳された「そぞろ」の例があった。
（大納言が）聞きたまへば、（中の君は）端近うながめたまふなるべし、秋の月にまどはれし
箏の琴掻き鳴らされたる、所がらにや、我（こちら）もそぞろに浮きたちぬばかり、聞こゆ
なり。（夜の寝覚）
これなど、辞書に載っている訳語の中で言うと、「何の理由もなく」から「むやみに」の意味が
派生していると考えられるのだが、文脈的にふさわしい訳語が古語辞典に欠如しているので、
それを補う意味で「無性に」の語が創案された、現代語訳作業の過程を教えてくれる例であろう。
そもそも「むやみに」とか「やたらに」とかは、その言葉が使われること自体がマイナス評価で
あることを表している言葉なので（『日本国語大辞典』の「すずろ」〔四〕の（2）「あるべき程度を
越えているさま。はしたなく思われるまでするさま。むやみ。やたら。」、および「そぞろ」【一】〔形
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若宮・禎子内親王の参上に帝が言い続ける祝詞に)「(正月上の卯の日に邪気を払う)卯杖ほが
ひなどいふ(大袈裟な)心地こそすれ」とて、(女房たちが)しのびやかに笑ふを、(帝が)「い
かにいかに」と仰せらるるほども、すずろにめでたくおぼえさせたまふ。
栄花物語 わけもなくただ
(文治年間、解脱上人という僧の話)縁に任せて歳月を度(わた)り、生(しやう)を利し山川(さ
んせん)を徘(やすら)ひ給ひけるが、ある時伊勢大神宮に参り、…(解脱上人心中)垂跡(すい
じやく)の方便を聞けば、仮に(たとえ)三宝(さんぼう)(仏法僧)の名を忌むに似るといへど
も、内証の深心(しんじん)を思へば、それもなほ化属結縁(けぞくけちえん)(衆生を仏縁に導
き仏縁を結ぶ教化)の理(ことわり)あるかと覚えて、慟(すずろ)に感涙 袂を湿(うるほ)し給
ふ。
太平記 ただただ
(武家方の恨みを買う幕府管領職後見・斯波道朝(しばどうちょう)は、佐々木道誉の讒言を受
け、近江の軍勢に攻め寄せられる形勢となった。道朝は将軍・義詮に直訴して曰く「軍勢を
もよおされる必要はなく、死を命じられたい」と。将軍は理解したが、形勢については、な
かなか自らの意にまかせぬ旨を言い、)「兎角は寛(ゆる)すと云(い)ふとも、詮あるべからざ
るか。ただ暫く(守護領)越前の方へ下向あつて、諸人の申すところをも宥(なだ)められ候へ
かし」と、誠に異儀なく仰せられければ、道朝は、「畏(かしこ)まつて承り候ふ」とて、頓
(やが)て退出せられけり。これを限りの対面とは、後に思ひ知られつつ、〓[(上)靑靑(下)
心] (すずろ)に哀れをぞ催しける。
太平記 ただただ
(姉が言うには)「夢にこの猫のかたはらに来て、『おのれは侍従の大納言殿の御むすめの、
かくなりたるなり。さるべき縁のいささかありて、この中の君のすずろにあはれと思ひ出で
たまへば、ただしばしここにあるを、このごろ下衆(げす)の中にありて、いみじうわびしき
こと』といひて、いみじう泣く
更級日記 しきりに
何やかやと世の物語し給ふついでに、(狭衣)「(私は)あやしう、長らふまじき心地
のみするを。心より外に(出家もせず)て過ぐす樣などの、すゞろに心苦しく思(おぼ)え侍れ
ば」などのたまへば、
狭衣物語(内閣文庫本) しきりに
細腰の法師すゞろに にりきし集村蕪古反車五　稿遺　なかりどお
(中の君が浮舟のことを)いみじう思すとも、(浮舟が匂宮と関係ができたのでは)かひあるべ
きことかは。いとほし」と言へば、右近ぞ、「さもあらじ。かの御乳母の(私を)ひき据ゑ
て、すずろに語り愁へし気色、(匂宮と浮舟の間には何もなかったという風に)もて離れてぞ
言ひし。
源氏物語「東屋」 夢中になって
まだらなる犬の、竹の台のもと(下)などしあり(歩)くが、昔、内(うち)の御方にありしが、
(私が中宮より主上への)御使ひなどに参りたる折々、呼びて袖うち着せなどせしかば、見知
りて、な(馴)れむつれ、尾をはたらかしなどせしに、いとよう覚えたるも、すずろにあはれ
なり。
建礼門院右京大夫集 ひどく
およそ、妹背の中の恨み、浅からぬためしは、いひつくしがたし。(逢おうと)契りしにあら
ぬ夕暮の空には、ふけゆく鐘の音も、すずろに恨めしく、あ(飽)かぬ名残の暁の空の恨みに
は、すぐさぬ鳥の音さへ恨めし。
十訓抄
むやみに。やたら
と。
→とても
(帝堯に国を譲られた舜は、それ以前、孝行において天下にその名を知られた者であった。し
かし、父母は弟の象(しょう)の方を愛し、何度も兄の舜を殺そうとはかったが、舜はその都
度それを切り抜けた。ある時は舜を井戸に生き埋めにして殺そうとしたが、舜は抜け穴を
掘ってそれを逃れた。弟・象が舜の家に行ったところ、舜が生きて、そこにいたので、)象大
いに愕然(おどろい)て、「我 舜をすでに死(ころ)しつらんと思ひて鬱陶(うつとう)しつ」と
云(い)ひて、誠に忸怩(はぢ)たる気色(きしよく)なれば、舜 琴を閣(さしお)いて、我が弟の
詞(ことば)のうれしさに、「汝 さぞ悲しくや思ふらん」とて、すずろに涙をぞ流しける。そ
の后(のち)も舜いよいよ孝ありて、父母に仕ふる道も怠らず。
太平記 どっと
海にや沈み給ひけんとひたすらに思ひとどめて、又京にのぼりぬるより、人に餬口て七とせ
は過しけり。近曾すずろに物のなつかしくありしかば、せめて其の蹤をも見たきままに
浅茅が宿(雨月物語) つくづく
殿の中将の君、内の大殿の君たち、そこらにすぐれて、めやすく華やかなり。ほのぼの
と明けゆくに、雪やや散りてそぞろ寒きに、竹河うたひてか寄れる姿、なつかしき声々
の、
源氏物語「初音」
ただ(寒々として
いるなかを)
かど＼／しき岩なども見えず、只哀ふかき山のすがたなり。なぐさめかねしと云けむも
理りしられて、そゞろにかなしきに、何ゆへにか老たる人をすてたらむとおもふに、い
とゞ
芭蕉
「更科姨捨月之弁」
理由がなく。わけ
もなく。→ただも
う
姫君さめ＼／と泣き給ひて、「海士(あま)のそゞろに恋しきは、親なればこそ恋しけれ
ど、御身は親と仰せねば、便り叶はず。我は親の恋しきに袂の乾く暇もなし」
岩屋の草子 ひたすらに
爰をどこぞと若し人訊はば。爰は駿河の府中の宿よ。人に情を懸川の宿の。雉の雌
(めんどり)ほろりつと落といて打ち着せてしめて。しよの(しようよ)＼／最愛(いと)
しよの。そぞろいとしゆてやるせなや。　（鷺保教狂言伝書「小舞」)
雉の雌
（和泉流小舞謡「掛川」
もほぼ地名ちがい)
しきりに
あまり見たさに　そと隠れて走(はし)て来た　先づ放さひなう　放して物を言はさいな
ふ　そゞろいとうしうて　何とせうぞなふ
閑吟集 たまらないほど
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「すずろ」「そぞろ」の意味は「むやみやたらに」ではない
─新訳語がすでに古語辞典の水面下で広がっている状況の報告と入試採点等への警告─（山本）
動〕の〔三〕の（2）「あるべき程度をはなはだしく越えているさま。むやみやたらなさま。」の語義
説明自体にそのことがよく表れている）、古典本文の文脈にマイナス評価を読み取れない場合、
自動的に「無性に」「ただただ」」「しきりに」といった言葉のほうがより適合することになる。
もう一例、前節ですでに引用した例をここで参照しておくと、一般化した「とても」の語で「す
ずろ」を訳した『十訓抄』の例も、プラス/マイナスの評価に関わらない、きわめて一般化した言
葉で現代語訳を行ったのであるが、頭注では語の意味を「むやみに。やたらと。」と説明してある。
およそ、妹背の中の恨み、浅からぬためしは、いひつくしがたし。（逢おうと）契りしにあ
らぬ夕暮の空には、ふけゆく鐘の音も、すずろに恨めしく、あ（飽）かぬ名残の暁の空の恨
みには、すぐさぬ鳥の音さへ恨めし。
これも、そう説明はしたものの、文脈的にまったくマイナス要素がないので、「とても」とい
う、とりわけ一般化した翻訳語を必要としたものと思われる。
（いささかくりかえし的になるが）この場合もなぜこのように「むやみ」「やたら」を避けた処
置をしたいかという理由を考えてみれば、「むやみに」とか「やたらと」といった言い方が、マイ
ナス評価をふくむ言葉と思われたり、俗語的だと感じられるからであろう。「とても」は、こと
さらにニュートラルな言葉づかいであろう。
さて、これらのような、マイナス要素のない文脈の場合でも、校注者によって、古語辞典に
載っているとおりの言葉を使うという方針が選択されれば、「むやみに」「やたらに」とかの訳
語のままで現代語訳されるということになる。ニュアンス的には無理を感じるようでも、古語
辞典に載っている範囲内で現代語訳するという方針を取って、とがめだてされる理由はないよ
うに思われる。
この場合、極端な言い方をすれば、それが辞書に載っている訳語だからその言葉が使われた
にすぎず、もし「無性に」「ただただ」「しきりに」といった語が辞書に載っていたら、これらの
語で現代語訳されることになったであろう。
次ページのような例は、「無性に」等で現代語訳されているものと、文脈的にちがいはないも
のと思われる。「無性に」等が訳語として認められるのであれば、「むやみに」「やたらと」といっ
た訳語でなければならない理由はないように思われる。
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(帝)「その後、(寝覚の上は弘徽殿の大皇の宮のもとへ)渡り参りはべらずや」、(大皇の宮)
「いと見まほしき心ざまの、すずろに恋しくはべれば、夜ごとに、『渡れ』とはべれど、
『心地悪し』とて。
夜の寝覚 むやみと
花の咲き散るをりごとに、乳母亡くなりし折ぞかし、とのみあはれなるに、同じ折亡くなり
たまひし侍従の大納言の御むすめの手を見つつ、すずろにあはれなるに、
更級日記
わけもなく、むや
みに。意志や意識
と関わりなく、ひ
とりでにそうなる
→何とはなしに
(皇子が)中納言にむつび給ふは、見る目のめでたくはべればかとこそ思ひつるを、(私も)げ
に(中納言と)見るたびに、この人の帰り給ひなむ、いかにあはれならむと、すずろにおぼえ
はべりつるも、かく浅からぬ人にはべりければにこそ。
浜松中納言物語
これといった理由
や根拠もないのに
心がある方向に動
く→わけもなくむ
やみと
一の后の御父の大臣(だいじん)、あまたが中に五にあたる娘、すぐれていみじういつきかし
づき給ふが、去年(こぞ)の十月の洞庭(とうてい)の紅葉の賀の御幸に(中納言を)見給ひての
ち、すずろに臥し沈みなやみて、色かたちも変りゆくを、一の大臣おほきにおどろきなげき
て、
浜松中納言物語 何となくむやみと
ただ推し量り給へ。すずろに(この地に)あくがれはべりしあまり、かくまで(海を渡ってこち
らに来るほどまでに)思ひなりはべりしなり。
浜松中納言物語 むやみに
(中納言の心中)「前(さき)の世にさるべきにこそ、すずろに、思ひかけぬこの人をたづね出
でて、ねむごろに思ひあつかひ聞こえまほしき心の、かぎりなうあはれに聞きわたりしか
ば、絶え間なう思ひおこせしかど、
浜松中納言物語
姫君目当てではな
かったのに、御縁
のままむやみに
かの君(福足君)の御恥もかくれ、その日の興もことのほかにまさりたりけれ。祖父殿(兼家)
もうれしと思したりけり。父おとど(道兼)はさらなり、よその人だにこそ、すずろに感じた
てまつりけれ。かやうに、(藤原道隆は)人のためになさけなさけしきところおはしましける
に、など御末(すゑ)かれさせたまひにけむ。
大鏡
何となく、無性に
→やたら
おぼつかな秋はいかなるゆゑのあればすゞろに 集家山んらるかし悲の物
何となく
むやみに
その音(ね)を伝へて後に、我が国にてその声を立てたまふことなかれ」と、(老翁は)返す返
す契りて、(夜が)明け行くほどに別れぬれば、(少将氏忠は)すずろにもの悲しくて、帰る道
すがら、ながめ(物思い)をのみぞする。
松浦宮物語
わけもなく。むや
みに。→むやみに
なんとなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西行法師
おぼつかな秋はいかなるゆゑのあればすずろにものの悲しかるらん〔山家集〕
新古今和歌集
そぞろに。むやみ
に。→むやみに
　　入道前関白家百首歌に、旅の心を
　　　　　　　　　　　　　　　　皇太后宮大夫俊成
難波人蘆火焚く屋に宿借りてすず(煤(すす))ろに袖の潮垂るるかな〔長秋詠藻〕
新古今和歌集 むやみに
　　(和歌所(の)歌合に、海辺(かいへん)ノ月といふことを)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原秀能(ひでよし)
明石潟色なき人の袖を見よ(紅涙に濡れることもないのだから)
すずろに月も宿るものかは〔卿相侍臣〕
新古今和歌集 むやみに
いはむや幽玄の躰、まづ名を聞くより惑ひぬべし。自らもいと心得ぬ事なれば、定かに〔い
かに〕申すべし共覺え侍らねど、よく境に入れる人々の申されし趣は、詮はたゞ詞に現れぬ
餘情、姿に見えぬ景氣なるべし。心にも〔理深く〕詞にも艷極まりぬれば、これらの徳は自
ら備はるにこそ。たとへば、秋の夕暮れ空の氣色は、色もなく聲もなし。いづくにいかなる
故あるべしとも覺えねど、すゞろに〔涙〕こぼるゝごとし。是を心なき者はさらにいみじと
思はず、たゞ目に見ゆる花・紅葉をぞめで侍る。
無名抄 やたらに
夜更くるほどに、雁の一列、こ(私)のゐ(居)たる(建物の)上を過ぐる音のするも、まづあは
れとのみ聞きて、すずろにしをしをとぞ泣かるる。
建礼門院右京大夫集 むやみに
うち嘆きつつゐたり。若君は、いと恐ろしう、いかならんとわななかれて、いとうつく
しき御肌つきも、そぞろ寒げに思したるを、らうたくおぼえ
源氏物語「若紫」
なんとなく、むや
みと、の意。
判官、聞こし召されて、「あの吉盛と申すは、伊勢の国の者にて、渡りの船に乗り習つ
て、船路の事をば心得べきか。不思議やな。武蔵は文にも武にも達者なるが、船路の道
をも、これほどに心得たるか、不思議や」と、そゞろに誉めさせ給ひけり。
笈捜 むやみやたらに。
尼公出で合はせ給ひ、人の親の子を思ふ道ほどに、哀れなる事よもあらじ、彼らが行方
の聞かまほしさに、自身立ち出で給ひ、行方も知らぬ山伏達に、そゞろに酒をぞ強ゐら
れける。
八島 むやみやたらに
ある夜の寝覚めに、祖父(おほぢ)が祖母(むば)に語りけるは、「扨も先祖の君、百合若
大臣殿、む国へ討手に御向き有て、又も御帰朝なき間、その思ひのみ深ふして、そゞろ
に年も寄るぞとよ。さても御台所は、国府(こう)の庁屋にましますよな」
百合若大臣 むやみに
判官、御覧じて、「起請の表(おもて)、細やかなり。神慮に任せて帰すぞ。はや帰れ」
との御諚なり。正尊、我が宿に帰り、家の子郎等を近づけ、「されば、弓取は、とにも
かくにも物をば書くべきものなり。正尊文盲なりせば、方(かた)＼／の御目に二度懸か
るべきか。あつぱれ法師、能(よ)き法師」と、そゞろに身をぞ褒めにける。
堀川夜討 むやみやたらに
餘りの事の不思議さに、「藥種は何ぞ」と問ひければ、「古疊の黒燒、十四五年の古紙
子の黒燒なり」。「かやうの藥種は珍しゝ。子細はいかに」と問ひければ、「我等の坊
主に懸りし時、此病を病みければ、わなゝきぶるひにて有ぞとて、古き紙子を四五帖被
せ、その上に疊を四五帖被せられければ、病は其まゝ直りけり。さてその故にかくの如
く仕りたる」と言ひければ、皆々どつと笑ひけり。誠に毒藥變じて藥となれば、罪の深
きも佛にやなると、紫野の休文字樣の仰られしも、此事にてや有らんとて、そゞろに笑
ひけり。
竹齋
むやみに
やたらに
(先日の夜に子どもを取り違えたというおふでが、子ども・槌松を取り違えられた巡礼親
娘のところにやってくる。おふでが槌松を連れてきてくれたと思い、)「…此方の息子め
も嘸(さぞ)御役害(やつかい)御世話で有らふ。よふ連れてきて下さつた忝(かたじけな)
い＼／。わるさよ我が内(うち)を忘れたか、なぜ入らぬ。」「いや門にではござんせ
ぬ。」「エヽ連れの衆が跡から連レてお出でなさるゝか。嘸御厄介。忝い＼／。はて早
ふ逢ひたいな。娘お礼を申しゃいの。」…「我が子はいかに」「孫はいかに」と立ちか
はり入り居かはり、門(かど)を覗いつ礼云つ、そゞろに悦ぶ親子の風情。
ひらがな盛衰記 むやみに
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「すずろ」「そぞろ」の意味は「むやみやたらに」ではない
─新訳語がすでに古語辞典の水面下で広がっている状況の報告と入試採点等への警告─（山本）
最後に、以下に掲げる例は、文脈的にマイナス評価であることがはっきりしていて、いかに
も「むやみ」「やたら」といった訳語が適合するのだが、そうした場合でも、「ひたすら」とか「た
だただ」と訳して問題はないと思われる。
それは結局、この問題が、「むやみ」「やたら」と訳すにせよ、「ひたすら」「ただただ」と訳す
にせよ、それは同じ、「通常の（冷静な）意識でとらえることができなくなっている」という「す
ずろ」「そぞろ」の核となる原感覚が共通で、それをどういう現代語に置き換えるかという問題
にすぎないからであろう。
まずは「すずろ」の例を掲げる。
つづいて「そぞろ」の例を掲げる。
もちろん、「むやみ」が「無闇」なのであれば、「通常の冷静な意識が「無い」」といった「すずろ」
「そぞろ」の原感覚にきわめて適合的で、その語が廃されなければならないという話にはならな
いのであるが、ただ、評価的にプラスでもマイナスでも関わりなく使用できる語に、マイナス
の場合の意味だけを特立して項目として立てることが、辞典の採る処置としてふさわしいのか
どうかには、疑問が感じられる。
それは、（くりかえしの述べ立てにはなるが、）「すずろ」「そぞろ」が、「あるべき程度をはな
はだしく越えている」・「はしたなく思われるまでする」（『日本国語大辞典』）という一般化され
たマイナスの評価を表す言葉ではなかったからである。
(狭衣が)「…」などのたまひて、ついゐ給へるに、御声・けはひ、おぼろけの人(女房)
は、ふと答(いら)へにくゝ、恥づかしげなればにや、(いつもなら)そこら、いし＼／と
(次々と)聞ゆる人々、御答(いら)へはなくて、「そゝや(あなたがするのよ)」「＼／」
とばかり言ふ。(女房たち)「それ(返事)は不用(駄目)ぞ、まろ(私)は不用ぞ」「君こ
そ、「声よし」と、言はれ給へ」と、突きしろひ、さゝめき、立ちて逃ぐるもあるべ
し。(声よし)「あな、わりな。(声よしとは)ものに狂ふか。まろは、(人に)まして、い
と掠(か)せたる声してや(答へん)」と、「殊のほかに、見苦し」など、笑ひ、ひこじろ
ひ(突っつきまわし)つゝ、そゞろ走るなめり。或(ある)(女房)は、(他の女房の)衣の裾
を引き留むるに、倒れぬる音するに、きら＼／(きゃあきゃあ)と、殊更び笑ひ入り
つゝ、しはぶき(奥に)入りぬるもあり、或は、「あなかま＼／。(狭衣の)さばかり恥づ
かしげなる御気色・有様を、なべての殿上人にあひ給へるやうに(な思ひそ)」と、侘び
制するもあり。
狭衣物語(内閣文庫本) やたらに
然りといへども、そぞろに身を苦しめ、作すべからざることを作せと、仏教には勧むる
ことなきなり。
正法眼蔵随聞記 むやみに
(平兵衛)「…金を持つてござつたか。何程持つてござつた。四両あしもござるかと、
そゞろに高をぞ聞きたがる。いや、上物さへ出来たれ
心中刃は氷の朔日
むやみに。
→むやみに
(学者と禅者、教と禅は当世対立。)当世の学者、宗風をかがはざる(知らない)輩(ともがら)
は、謗(そし)り嘲る事、先づ謗法(ばうほふ)の失(とが)恐るべし。また、禅者も、教門の義
理、甚深なるを、一宗をだに弁へずして、教門を賤しとて、すずろに謗る、その失大なるべ
し。機を引く方便異なると云へども、道を悟る実理は、何(なん)ぞ異ならむ。
沙石集
根拠もなく。
むやみに。
年老いたる人の、一事(いちじ)すぐれたる才(ざえ)のありて、「この人の後には、誰(たれ)
にか問はん」など言はるるは、老いの方人(かたうど)にて、生けるも徒(いたづ)らならず。
さはあれど、それも廃(すた)れたる所のなきは、一生この事にて暮れにけりと、拙く見ゆ。
「今は忘れにけり」と言ひてありなん。大方は知りたりとも、すずろに言ひ散らすは、さば
かりの才にはあらぬにやと聞え、おのづから誤りもありぬべし。「さだかにも弁へ知らず」
など言ひたるは、なほまことに、道の主(あるじ)とも覚えぬべし。
徒然草
むやみに、やたら
に
世には心得ぬ事の多きなり。とも(これという事が)あるごとには、まづ酒をすすめて、強ひ
飲ませたるを興とする事、如何なるゆゑとも心得ず。飲む人の顔、いと堪へがたげに眉をひ
そめ、人目をはかりて(うかがって)捨てんとし、逃げんとするを、捕らへて、ひきとどめ
て、すずろに飲ませつれば、うるはしき人も、忽ちに狂人となりてをこがましく、息災なる
人も、目の前に大事の病者(びやうじや)となりて、前後も知らず倒(たふ)れ伏す。祝ふべき
日などは、あさましかりぬべし。
徒然草 やたらに
京へ出づる道々、西の京に水葱(なぎ)いと多く生ひたる所あり。この聖困(こう)じて物いと
欲しかりければ、道すがら折りて食ふ程に、主(ぬし)の男出で来て見れば、いと貴げなる聖
の、かくすずろに折り食へば、あさましと思ひて、「いかにかくは召すぞ」といふ。
宇治拾遺物語 がつがつと
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５．まとめ
本稿の内容はきわめて単純至極で、わざわざ最後にまとめる必要があるのかどうか、疑問を
感じるほどであるから、ここには、本論の論述内に書き落としたことの補足をもふくめて、本
件に関わる注意事項的に列挙を行っておくことにする。
・「すずろ」「そぞろ」には「通常の（冷静な）意識がなくなるほどに、通常の（冷静な）意識でと
らえられなくなるほどに」といった意味があり、「無性に」「ただただ」「しきりに」「ひたすら」
「むやみに」「やたら」等の現代語がそれに相当する。
・従来「むやみ」「やたら」系の訳語のみが、古語辞典の意味項目的にクローズアップされて
きたのは、（おそらくは、）これまで、広く用例を集めた検討がしにくかった情報環境に起
因するだけの、単なる偏差にすぎず、「むやみ」「やたら」系のみの意味特立には問題がある。
・現状における、大学入試等における「すずろ」「そぞろ」現代語訳の作問、採点については、
古語辞典のみではなく、注釈書の翻訳状況の確認をもふくめた、細心の注意が払われるべ
きである。
附載、濱田啓介先生『雨月物語』「仏法僧」冒頭・末尾解釈説
※本稿の末尾に、濱田啓介先生が『雨月物語』「仏法僧」の冒頭と末尾の解釈について記された書簡の
写真（部分）と翻刻を掲載させていただく。
※本来、濱田啓介先生には、本稿の課題に関わって戦前・戦中における古文の勉強方法（特に辞書、
注釈書の使用方法）について御垂教をお願い申し上げたのであったが（書簡による）、そもそも小生の
用例調査が、『雨月物語』「仏法僧」冒頭の「そぞろなるかな」の解釈問題をめぐって開始されていると
いうことがあって、濱田先生は御返翰で「仏法僧」冒頭の〈そぞろ〉の解釈説を御開陳くださった。先
生の解釈は「仏法僧」の冒頭と末尾の対照に目を付けておられ、まさしく「仏法僧」全編のテーマの読
み取りとなっていて、片々たる冒頭の〈そぞろ〉一語の語義の抽出作業の範疇を越えておられる。そ
して、ある意味、これが旧世代の語義の導き出し方だという、謎かけ、無言の教えでもあるように
思われる（信頼すべき辞書も注釈書もなかったのだ！）。
　先生は本年9月22日、お亡くなりになられた（御令息濱田秀氏発信の訃報による。享年91歳。
1930年生。終戦の年に15歳）。御趣味であった散歩中に突然倒れられたとの事である。もはや先
生の読解力のはぐくみに、一役買ったのか買わなかったのか、かつての古語辞典と注釈についての
お話をうかがうことはかなわなくなった。本稿一篇の体裁としてはきわめてちぐはぐにはなるが、
早晩首尾を一貫し、全容をお示しすることができるであろう「仏法僧」解の一片
ピース
として、先生の「仏法
僧」説をここに附載させていただきたい（翻刻を御許可下さった濱田秀氏に御礼申し上げます）。
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「すずろ」「そぞろ」の意味は「むやみやたらに」ではない
─新訳語がすでに古語辞典の水面下で広がっている状況の報告と入試採点等への警告─（山本）
をちこちの旅寝を気楽な老のたのしみとする夢然が高
野山灯籠堂にすごす夜、まことに怖ろしい体験をする。
それは見てはならないものを見てしまうのだ。それは
秀吉に無残なる切腹を強いられた関白秀次ら人々の亡
霊群だった。かくて、夢然の心のベースであった気楽
な〈そぞろ〉はたしなめられ、完全に打ちのめされてし
まうのである。ここで夢然に生じた体験は、まさに〈そ
ぞろなる〉の否定・反対の事態であった。逆に言えば
この場の夢然の心の事態の反対が〈そぞろ〉の内容なの
である。つまり、この場の、恐ろしい、且つ緊張の極
である思いの反対が、〈そぞろ〉の内容である。もし、
一語で換言するならば、〈気楽〉というような語が、か
なりよく〈そぞろ〉の内実に応じているのではないだろ
うか。濱田啓介先生書翰（部分）（鉛筆で欄外に補われた語は
映っていない。）
（
紙
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体
の
紀
要
に
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こ
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す
。）
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